
東京ホッケー協会第7回理事会議事録

日時：平成29年10月5日（木）18：30～21：00

場所：品川総合体育館会議室

出席者：（理事）和酎明仁、一川邦彦、河原茂光、重簡実、右川誠治、林正巳、菅野芳鼓、

鍋田茂子　　　　10名中8名の理事の出席があり、本理事会は定足数を満たし、開催された。

議題：
【承認事項】

1．2017年第6回m理事会議事録承認

簡藤なく承認された。

2．「日本リーグ」9月度駒沢大会H几報告提出

H皿の所定の書式に従い、報告書を作成し、提出する事が承認された。

3．∬仏、町Lとのミーティングについて

和田会長より、東京五輪2020に向けたスムーズな業務執行のため、非公式・非定期に

J鮎、HJt幹部とのミーティングを行ないたいとの提案があり、承認された。

4．委員の承認

推薦のあった委員が問題なく承認された。

【報告事項】
1．9月度日本リーグ駒沢大会の総括

（全体総括）

本大会開催の目標は、今年度方針にも掲げた様に大きな大会をしっかり運営する事でと

し、この点では一先ず及第点が取れたのではないか。ピッチ状態もサンドベースではある

が、当初から砂を10トン以上除去して臨んだため、出場チームからも幸い好評であった。

観客を集め、選手・観客にも喜ばれる大会にする、という目標は今後の課啓としたが、2

日間で観客数（チーム役員・選手除き）850名、当日券入場者716名（うち高校生186名）

は多少物足りない数字ではある。

（大会運営体制）

大会運営は右川大会実行委員長以下、準備段階から熱心に取組んでいただき、予想以上

の結果であった。細部においては多々反省点はあるが、しっかり修正して一歩ずつ進化さ

せて行きたい。9月度体制ではチケット販売や大会を盛り上げる仕組みが不足しており、

この辺りを今後充実させた叛

（駒沢大会決算）

決算は理事の活動経費を除いてほぼ収支トントン、若干の赤字となっている。

l表ユ9月度日本リーグ収支　　　　　　　　　　（千田） 
収入 ��支出 ��備考 
項　　目 �金　額 �項　　目 �金　額 � 

チケット販売 �645 �HJL還元分 �323 � 
HJL運営費 �386 �施設利用料 �120 

雉収 �7 �諸謝金 交通費・昼食代 備品購入費 消耗品・雑費 準備費 �207 88 213 47 53 

1，038 � �1，051 � 

差引収支 �▲13 � 
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2．「体育の日」記念行事について

本来、駒沢委員会では企画を先行させ、複数の実行委員会を併行的に進めたいと考えて
いた。しかし「日本リーグ」開催業務と日程的に重なり、町Lに労働力を集中せざるを得

なかった。その結果、「体育の日」の実行体制構築が遅れ、駒沢委員会企画担当の下平氏

に実行委員長代行をお願いする事となった。これらにより、計画が遅れ、バタバタ感のあ

る準備状況であるが、何とかしっかり進めたい。なお、今回の「体育の日」の開催にあた

っては、駒沢オリンピック公園総合運動場、及び∬Aに一部経費負担をお顧いしている。

3．駒沢開催についての課題

（優先申込み方法とその利用団体への配分方法について）

2018年度優先申込みは6／30締切のため、恥としては全ての休祝日を申込んだところ、

約半数の日程が確保された模様である。この日程を如何に現実のスケジュールに当てはめ

るかが大きなポイントとなろう。

（大会開催並びに競技実施のための備品の保管、運送、準備について）

駒沢第一球技場にはホッケー競技用備品はゴール以外には殆どなく、大会の開催毎に菅

野、右川両理事宅から備品を運んでいただいているのが実情であり、駒沢運動場に備品置

き場の設置を強くお願いしているところである。備品の追加購入もこの辺りの進展を見な

がら判断して行きたい。

（更衣室、控室等のスペースについて）

9月度大会においては多目的室の使用により、動線・スペースも充分に確保できたが、

多目的室は屋内球技場優先となっており、今後継続的に使用できる見込みは薄く、メイン
スタンド上部の控室だけでの大会運営には工夫が必要である。

（施設利用料の請求について）

施設利用の2ケ月前に施設利用料の納付を求められ、請求書はTHAに送られてくる。実

際には日程承認後、直ちに予納金延納額、減免申請をTI仏名で行っている。したがって、

実際の利用団体に対し、施設利用料の請求を行う必要が生じて来る。Tmとしては備品の

購入・保管・運送に掛かる経費も適正に利用団体にご負担をお願いしたい。

4．刑Aマスターズ部会の設立について

J恥傘下にスポ少・中学校・高体連・日学連・社会人連盟・H几の競技団体がある。こ

れに正式に「マスターズ」部会が入る事になる。（非公式には昨年から加入。）m内に

もマスターズ部会を立上げ、シニア＆レディーズ大会との協調も考えたい。

5．11月11日ホッケーフェスタ（社会人大会）の企画について
「2017ホッケーフェスタin駒沢」の名称でT鮎所属の社会人チームの大会を社会人部

会の多気さんに実行委員長をお願いし、企画を立案、社会人（＝一般種別）チームへの声

掛けを進めている。

なお、翌12日は社会人の入替戦4試合が行われる予定である。こちらは、社会人連盟

の主催で実施するもので、m社会人部会長である神山さんを通じて社会人連盟と協議し

ている。

6．H28年度決算について

H28年度決算において、30万円の誤差（繰越金の減少）を生じる事になった。立替金の

精算の遅れであり、不正の事実はない事を監事にも確認していただいた。
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次回開催予定：11月は土日に多くのイベントが組まれているため平日に実施する。

上記決議を確証するため、本議事録が作成され、会長及び副会長が署名捺印した。

平成29年11月13日

東京ホッケー協会

会長

和田　明仁

永日己粛
副会長
一川　邦彦
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